



















とする｡以下定義は〔1〕, 〔2⊃ ---で表わし,定理は(5), (6) ---で表わすことに
し, Cx〕はxを越えない最大の整数(Gaussの記号)を表わすものとする｡
































al′, a乞′∈△ ri, r2∈Rとする
al′-a包′∈Rであるからx′-x′′∈Rとなりx′…x′′となる｡


















































































(i) /(**- 〔kx〕>*/00 (x∈△)
(ii) ∫(豊) /OO + /OO (x, y∈△)
C証明〕 kx-Ckxコ∈△kx-k〔x〕-k△x
∴ f(kx - 〔kx〕we*△x)
-*i'(△x
-*/00
1
また竿∈△也-1｢△x+y-〔x.,〕
2
･′ (掌)-'(寺△'x+y-｡x.,〕 )
=÷g (△x+y-｡x.,〕)
-÷g(△∬ +△γ)
- <g(△,:>+*(△y))
-÷{/oo+/(30} C終)
(12) △を定義域とする函数/GOを上の様に定めるときカ00- (*-÷)2とし,
FOO-/OO+K*)とすれば, F(x)は△における凸函数である.
〔証明〕 △の任意の二点xl, X%に対して
hi-
2
xl+x2
2
辺々加えれば
)-÷ {/(*o状*ォ)}
)<÷{*oi) + K**)>
)<÷{FQxOげoo> c終)
*wが△の任意の点の任意の近傍で非有界なことはa年△Oのとき/(ォ)キ0･そしてk∈R
のときf(ka-Cka⊃)-*/00,よって任意のK>0を与えたとき適当な正の有理数kをと
ればk¥f(a-)¥>K, -k¥Kd) <-Kとなるoしかも△ka-〔ka〕の点は△上で禍密に存
在しているから/ooは△の任意の点の任意の近傍で上下に有界でない｡従って^00
もまた此の様な性質をもつことになるo従って^ooは△の任意の点で不連続になる｡
C註〕 1)吉田;長崎大学学芸学部自然科学研究報告第9号P.5
ll
